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も、乾橋しに】／'）、 

子ども会予 J1 

現在、会員は 150 人で予算，とI'; 

おります。 

会の運営は、子どもたちが自」1」 

が、町内会の世話役の方々の／ドパ

ます発展をつづけております。 

夏休みには、海岸で全員が甘，しく

生を送る会等の事業をしておりに」 

供会 
お
う
ほ
の
 

一
 

報
 

広
 

所 月 原 市 五
 

び、春には卒業

また運動具もた 

二行つております

／スにより，ます 

、岩木“」の手ども 

‘子ども会は、名前

シろからクいぬし、 

パナられ主した。 

会からいただいて 

くさん、買つてもらつてあり主すの二、みんな元気に

逝び、子どもたちも明るく成長し・‘：ります。 

拳仕活動として、月一回乾橋フ苫J」hIと夏まつりの花

火大会のあと、北斗グラントの『m「ら’つづけて来てお

り、商工会議所から 3回表彰をら I“ております。 

現会長 岩谷登茂子（中学 7自 ,マ中心に、今後も

社会のため、子ども会のため、差i」 1‘動をつづけてい

くことでしよう。作業のあと」,、いnい子ども会の歌

を声高らかにうたいたがら 

昭和33年9月 1 日第3種郵便物認可 

4
1年
度
予
算

議
会
 

一
般
会
計
は
八
億
九
千
万
円
 

五
所
川
原
甫
の
昭
和
四
十

一
年
、
第
三
回
定
例
市
講
会
は
、
 

三
月
十
八
日
招
集
、
会
期
を
二
十
八
日
ま
で
の
十

一
日
間
と
き

め
、
市
長
の
提
案
理
由
の
説
明
の
あ
と
．
三
日
間
議
案
じ
ゆ
つ

考
し
、
二
十
二
日
再
開
、
昭
和
四
十

一
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
予
算
な
ど
二
十
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
 

二
十
八
日
閉
会
し
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
、
決
ま
つ
た
主
 

マ
昭
和
四
十
年
度

一
般
会
計
 

な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
 

補
正
予
算
…
五

一
中
校
地
買
収
 

．
△
提
案

理
由
を
説
明
す
る
市
長

V
 
 

万
四
千
円
を
追
加
し
、
収
益
的

収
入
の
総
額
を
三
億
九
千
一
百

六
十
三
万
四
千
円
、
同
支
山
の

総
額
を
三
億
六
千
九
百
二
十
ヒ

万
三
千
円
と
し
た
。
 

▽
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会

計
予
算
…
昨
年
に
く
ら
べ
、
 一

億
四
千
四
百
三
十
六
万
二
千
円

増
の
八
億
九
千
五
百
五
十
四
万

七
千
円
と
な
つ
た
。
な
お
、
こ

と
し
か
ら
、
都
市
計
画
、
市
民

文
化
会
館
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
会
計
を
吸
収
し
て
お
り
ま
す

▽
昭
和
四
十

一
年
度
特
別
会

計
予
算
で
は
、
看
護
婦
を
養
成

す
る
高
等
看
護
学
院
が
、
こ
と

し
か
ら
設
買
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

こ
の
予
算
の
計
上
、
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
で
は
、
今
年
度

後
半
か
ら
、
家
族
の
七
割
給
付

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
昨
年

に
く
ら
べ
、
増
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 
（
内
訳
に
つ
い
て
は
、
 

二
面
の
ク
こ
と
し
の
予
算
ク
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
）
 

▽
老
朽
化
し
た
、
公
会
堂
を

解
体
す
る
た
め
の
条
例
の
廃
止

な
お
、
四
月
か
ら
中
央
公
民

館
は
、
市
民
文
化
会
館
の
別
館

と
な
つ
た
。
 

▽
児
童
館
の
利
用
料
は
、
い

ま
ま
で
五
百
円
で
し
た
が
、
諸

物
価
の
値
上
り
に
よ
り
八
百
円

と
な
り
ま
す
。
 

▽
社
会
教
育
の
ー
か
ん
と
し

て
、
市
民
の
教
育
と
文
化
の
発
 

展
向
上
を
は
か
る
た
め
、
市
民

文
化
会
館
別
館
に
図
書
館
を
設

置
し
ま
す
。
 

▽
西
北
中
央
病
院
 

の
入
院
室
料
△
 

特
等
室
一
、
五
〇
〇
円
、
 一

等
室
八
〇
〇
円
、
二
等
室
甲
四
 

Q
〇
円
、
二
等
室
乙
二
〇
〇
円

三
等
室
甲

一
五
〇
円
、
三
等
室

乙
一
〇
〇
円
 

監
査
委
員
に

原
氏
 

空
席
と
な
つ
て
い
た
監
査
委

員
に
、
原
清
司
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
 

原
氏
は
、
市
内
大
字
新
宮
出

身
、
明
治
四
十
三
年
三
月
二
十

四
日
生
ま
れ
、
東
奥
義
塾
卒
業

昭
和
二
十
六
年
か
ら
二
十
九
年

ま
で
、
中
川
村
村
長
、
三
十
四

年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
県
議
会

議
員
と
し
て
活
躍
、
現
在
、
第

一
中
川
農
協
組
合
長
。
 

中
央
公
民
館
 

の
 
移

転
 

布
屋
町
、
西
北
中
央
病
院
と

な
り
の
市
中
央
公
民
館
は
、
老

朽
化
が
は
な
は
だ
し
く
危
険
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど

解
体
さ
れ
ま
し
た
．
 

な
お
．
市
中
央
公
民
館
は
、
 

市
民
文
化
会
館
の
別
館
に
移
転

し
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
通
り

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

電
話
は
、
従
来
通
り
二
三
五

二
で
す
。
 

費
、
五
小
通
学

道
路
買
収
費
、
 

県
単
事
業
負
担

金
な
ど
、
 一
千

七
百
六
十
万
三

千
円
を
追
加
し

総
額
を
八
億
七

千
九
百
四
十
万

二
千
円
と
し
た

▽
昭
和
四
十

年
度
都
市
計
画

事
業
補
正
予
算

…
四
百
八
十
五

万
九
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を

一
一
億一
千
二
万

四
千
円
と
し
た

マ
昭
和
四
十

年
度
西
北
中
央

病
院
事
業
補
正

予
算
…
収
益
的

収
支
に
七
十
九
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貴賀賀貢変変 

警獅破り
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.' 	82,鼻タ 
牧 

‘簾持掘“4・（92勿 

公債費 
（緒稲恰か 

債
 

.1I 
労商議

働工会

貢貧貢 

【

‘象
水
産
叢
夜
 

I

術
生
変
 

‘
諸

支
汰
金
 

税 

【
分
旭
金
負
胆
金
 

，

詰
 
収
 
入
 

●

敗
産
双

入
 

I

使
用
料
）
4収
針
 

ー

果
支
臓
金
 

ー

市
 
慎
 

【

国
庫
支
訟
金
 

ー

地
方
交
付
沈
 

予 

備 

質 

■

一
火者
俊
旧
変
 

公益度友 

2,976' 

」政ニユース 
	

(2) 

一 般 会 計 
	

ことしの予算 
昭和引年度の五所川原市一般会計予算は、昨年度Jこ

くらべ、19.2%増の 8 億9.554)!！千円となりました0 

予算編成にあたつては、健全財政を堅持しながら、 

市民の福祉増進を主眼として、牛活環境の整備、およ

び社会資本の充実と、現有社会資源の効果的な活用の

施箪ケ、粘極自ノlI了展開し、 7I 会、lf済、教育、文化の

各分野で、均衡のとれた地域開発 7)推進を基本方針と

しております。 

内訳については、つぎのグフソを見ていただき、み

なさんのご協力をお願いします｛J 

特別会計 と 企業会計 

国I縦船業齢 

だ5866 

水 建 
, )益的 A JZ77S 

ひ 	シ 支航 J tS7 
琳」孜貰 よjり！ 

命 
I熱 

織 

8
1気
 

財源の堅実なものを調査して計上しております

税収入は、市民税の所得割が、国の減税施策をお

りこんでおります。その他の税は、自然増をみこ

んでおります。 

地方交付税、国県支出金、市債は、国の基準を

もとにして計上しております。 

できるだけ、むだをはぶくということから、消

費的経費を節減し、社会環境の整備、産業基盤の

整備、教育施設の整備、道路、公園の整備、防火

体制の強化等の投資的経費に充当するように配慮

しており、これから建設事業費は、昨年度にくら

べ、9.000万円 (55%）増を計上しておりますb  

西北中央商此 

」維的i又入 4紀な2 
支よ‘危鼻9 

資本且奴人βよ2Iク 

1溺稀嫡沈 	 ソ 支出ノ7W5 
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飯

詰
 
地
 
区
 

釦
お
産

戸
君
 

西
 
北
 
中
 
央
 
病
 
院
 

・
」
と
 
し
 
の
 
地

区
 

行
 
政
 
連
 

絡
 
員
 

五
所
川
原
地
区
 

三
橋
正
次
郎

（
錦
町
）
、
 兼
平

金
雄
（
幾
島
町
）
．
 岩
谷
善

一
 

（柏
原
町
）
、
 気
田
勝
治
（
上

平
井
町
）
、
 船
田
鉄
雄
（
平
井

町
）
、
鶴
谷
良
吉
（
中
平
井
町
）
 

寺
田
三
次
郎

（
下
平井
町
）
、
 

藤
田
留
吉

（
さ
つ
き
町
）
、
 工

藤
次
栄

（
敷島
町
）
、
 中
野
鉄

男
（
東
雲
町
）
、
 唐
川
甚
四
郎
 

（
旭
町
）
、
 
石
井
柾
次
郎
（
大

町
）
、
 福
士
孝

一
 
（
寺町
岩
木

町
）
、
 山
川
祐
治
郎
（
末
広
新

宮
町
）
、小
野
清
茂

（
末
広
町
）
 

堀
内
貞
三
（
本
町
）
、
 黒
滝
嘉

一
郎
（
布
屋
町
）
、
 高
橋
武
一
 

（
東
町
）
、
 
小
山
内
繁
勝

（
弥

生
町
）
、
 寺
田
清

（
鎌
谷
町
）
 

平
山
幸
三
郎

（
第
一
柳
町
）
、
 

高
橋
賢
次
郎

（
第
二
柳
町
只

金
沢
定
雄

（
成
田
町
）
、
 小
田

桐
六
右
工
門

（元
町
）
、
 木
村

隆
太
郎
（
新
町
）
、
 下
山
金
四

郎

（
田
町
）
、
 
福
士
周
造
（
栄

町
）
、
 小
田
桐
惣
市
（
田
園
調

布
）
、
 前
田

貢
（
十
川
町
）
、
 

神
正
良

（
平和
町
）
、
 三
浦
行

一
（
小
曲
）
、
 成
田
平
司
（
雛

田
）
、小
田
桐
七
郎
（
湊
団
地
）
 

栄
 
地
 
区
 

平
山
登
、

平
山
要
作
（
湊
）
、
 

藤
田
義
雄
（
姥
落
）
、
 藤
田
清

次
郎
（
猫
淵
）
、
坂
本
健
造

（
1
1
1
 

ッ
谷
）
、
 成
田
長
四
郎
、
山
田

武
雄
（
稲
実
）
、
山
田
専
太
郎
 
 

一
戸
源
次

（
広
m
）
、
 成
川
酉

蔵
、
角
田
平
古
（
七
ッ
館
）
 

中
 
川
 
地
 
区
 

佐
藤
定
一
、
吉
岡
勘
十
郎
、
川

瀬
与
作

（
川
山
）
．
 小
野
豊
四

郎
（
沖
飯
詰
）
、
笠
井
重
古
（
桜

田
）
、
 小
野
泰
太
郎
（
中
泊

×
 

館
山
竜
次
郎

（
種
井
）
、
 奈
良

新
吉
（
田
川
）
、
原
定
五
郎
（
新

宮
）
、
斎
藤
氷
蔵
（
長
橋
）
 

三
 
好
 地
 
区
 

長
尾
千
代
作
、
開
米
三
吉
、
小

林
一
二
三
 
（
鶴ケ
岡
）
、
 一
戸

良
秋
、
川
浪
勇
一
、

工
藤
直
四

郎
、
背
山
金
作
（
藻
川
）
、
 長

尾
静

（
高
瀬
）
、
 小
笠
原
兼
吉
 

（
福
井
）
 

長
橋
地
区
 

秋
田
善
吉

（
浅
井
）
、
 石
岡
善

一
、
須
藤
徳

一
 
（
福
山
）
、
 
土

岐
賢
次
郎
〔
杉
派
立
）
、
 須
藤

留
四
郎

（
野
里
）
、
 松
野
岩
雄
 

（
神
山
）
、
 長
尾
慶
作
（
松
野

木
）
、
 工
藤
東
太
郎
（
福
岡
）
 

石
岡
治
男
（
若
山
）
、
 横
島
岩

太
郎

（
石
田
坂
）
、
 中
山
幸
一
 

（
戸
沢
）
、
 中
川
竹
次
郎
（
豊

成
）
 松

島

地
区
 

寺
田
十
三
雄

（
吹
畑
）
、
 橘
喜

三
郎
（
唐
笠
柳
）
、
 寺
田
市
太

郎
（
石
岡
）
、
 太
田
秀
次
郎
、
 

笹
森
登

一
 
（水
野
尾
）
、
 吉
村

喜
右
工
門
（
漆
川
）
、
 野
呂
兼

広
、
藤
森
幸
悦
〔
太
刀
打
）
,
 

三
浦
柾
市
、
小
野
千
代
造
、
小

野
徳
右
工
門

（
一
野
坪
）
、
 木

村
秀
昭
（
馬
性
）
、
 村
田
定
次

郎
、
工
藤
常
雄
、
工
藤
武
雄
、
 

渋
谷
武
則
（
金
山
）
、
 平
田
正

五
郎
（
二
本
柳
）
、
 対
馬
貞
市
 

（
米
田
）
、
 工
藤
房
一
 
（
松
島

団
地
）
 

前
田
勘
四
郎
 （
坂
ノ
上
南
新
）
 

和
島
豊
吉
（
北
新
中
町
）
、
 前

田
惣
作
（
新
町
大
町
）
、
 横
山

政
吉

（
伝
助
町
下
町
）
、
 竹
林

房
雄
 
（
上
町
寺
町
）
．
 平
山
与

三
郎
（
大
日
町
大
正
町
）
、
 田

中
正
雄

（
下
町
）
、
 竹
林
誠
逸
 

（南
下
中
下
）
、
葛
西
兵
市
（
長

坂
味
噌
ケ
沢
）
、
其
田
良
逸
（東

岩
崎
西
岩
崎
）
、
坂
本
四
郎
（
曙
 

五
所
川
原
市
全
体
で
、
昭
和

四
十
年
中
に
、
約
九
百
人
の
赤

ち
や
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
だ
け
の
数
の
赤
ち
や
ん

が
、
生
ま
れ
る
た
め
に
、
そ
の

お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
中
で
、
最
近
問
題
に
な

つ
て
き
た
の
は
、
お
産
の
時
の

出
血
多
量
で
、
死
ぬ
お
母
さ
ん

が
、
昔
に
く
ら
べ
て
ほ
と
ん
ど

減
つ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
時
に
よ
つ
て
は
、
 一
回
の

お
産
で
、
か
ら
だ
全
体
の
三
分

の
一
以
上
の
血
液
が
出
て
、
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
栄
養
そ
の
他
の

妊
娠
中
の
注
意
も
、
出
血
を
少

な
く
す
る
た
め
に
大
切
で
す
が
 

『
い
ざ』
と
い
う
時
の
備
え
が
 

町
）
、
太
田
源
丞
（
興
隆
朝
日
）
 

浜
館
馨

（
五本
松
北
下
）
 

堀
内
金
右

工
門
、
小
笠
原
辛
助

覇
士
光
男

（
高
野
）
、
 斎
藤
定

占
、
新
谷
彦
司

（
前
田野
目
）
 

阿
部
兵
太
郎

（
持
子
沢
）
、
 
松

山
与
四
郎
（
羽
野
木
沢
）
、
 外

崎
松
四
郎

（
俵
元
）
、
 伊
藤
民

之
助
、
小
林
市
太
郎
（
原
子
）
 

毘
沙

門
地
区
 

佐
藤
善
工
門
、
山
口
竹
男
、
成

田
一
雄
、
山
口
吉
太
郎
、
山
口

栄
太
郎
（
毘
沙
門
）
、
 増
田
武

徳
（
上
長
富
）
、
猿
賀
金
蔵
（中

長
富
）
、
 原
田
信
英
（
下
長
富
）
 

梅
沢

地
区
 

戸
沢
辰
五
郎

（
上
梅
田
）
、
 鈴

木
長
松
（
中
梅
田
）
、
 竹
谷
喜

八
 （
下
梅
田
）
、
 関
啓
一
、
小

山
内
豊
吉
（
中
泉
）
 

あ
つ
て
、
は
じ
め
て
安
心
と
い

え
る
で
し
よ
う
。
 

お
産
の
大
出
血
に
対
し
て
は

飲
む
薬
や
注
射
薬
ょ
り
も
『
血

液
』
が
、
効
果
的
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
 一
人
の
お

母
さ
ん
が
、
お
産
を
す
る
準
備

と
し
て
、
十
五
人
の
血
液
提
供

者
を
、
前
も
つ
て
決
め
て
お
く

そ
う
で
す
。
 

五
所
川
原
の
お
母
さ
ん
方
に

も
、

7
メ
リ
カ
式
に
 

と
は
一

云
い
ま
せ
ん
が
、
娘
さ
ん
の
た

ー
 

め
に
も
、
奥
さ
ん
の
た
め
に
も
』
 

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
健
康

一

な
時
に
献
血
し
て
お
く
こ
と
が
一

大
出
血
に
よ
る

『
お
母
さ
ん
』
 

の
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
に
、
非

一

常
に
役
立
つ
の
で
す
。
 

一
 

③ 市政ニユース 

県営土地改良事業計画をたてる

ため、当市全域に県職員が立入り

調査や測量をおこないますから、 

市民のみなさまご協力ください。 

◇立入期間◇ 

昭和41年4月 1 日から 

昭和42年4月31日まで 

七
 
和

地
区
 



黄
色
い
帽
子
に
 

④
 

大
喜
び
 

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
、
市
で
は
、
こ
と
し
も
市

内
の
新
し
く
入
学
し
た
お
子
さ

ん
た
ち
に
、
黄
色
い
帽
子
を
お

く
り
ま
し
た
。
 

七
日
の
入
学
式
に
、
帽
子
を

か
ぶ
せ
て
も
ら
い
、
大
喜
び

・
：
 

ハ
写
真
…
南
小
学
校
で
V
 

轍
轍
翻
m欝
お
柵
川
じー
ら
臨
せ
 

市政＝ユース 

福
祉

年
金
受
給
権
者
は

定
時
所
得
状
況

届
を
 

‘
県
外
に
働き
に
い
く
：

:
 

み
な
さ
ん
へ
 

最
近
、
県
外
で
出
稼
ぎ
し
て

い
る
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
出

稼
先
で
の
条
件
の
食
い
ち
が
い

賃
金
の
不
払
い
、
手
配
師
な
ど

の
ピ
ン
ハ
ネ
、
あ
る
い
は
，
留

守
家
庭
の
事
故
な
ど
が
、
多
く

お
こ
つ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
県
で
は
、
出
稼
ぎ

に
い
く
み
な
さ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
良
い
条
件
で
働
け
る
よ
う

そ
し
て
、
留
守
家
族
も
安
心
し

て
留
守
を
守
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
身
分
証
明
書
の
つ
い
た

就
労
手
帳
を
、
お
渡
し
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

必
ら
ず
、
市
福
祉
事
務
所
に

届
出
し
て
、
就
労
手
帳
を
持
参

す
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

・

行
政
の
苦
情
な
ど
は

…
・

行
政
相
談
員
へ
 

行
政
に
つ
い
て
の
国
民
の
苦

情
や
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
き

き
、
こ
れ
の
解
消
を
あ
つ
せ
ん

し
て
、
行
政
か
民
主
化
を
は
か

る
た
め
、
青
森
行
政
監
察
局
で

は
、
行
政
苦
情
相
談
の
業
務
を

し
て
お
り
ま
す
。
 

行
政
に
対
す
る
苦
情
は
、
直

接
、
青
森
行
政
監
察
局
に
手
紙

電
話
、
ロ
頭
で
申
し
出
て
も
結

構
で
す
が
、
身
近
か
で
、
簡
単

に
相
談
で
き
る
よ
う
に
市
町
村

に
行
政
相
談
委
員
が
あ
り
ま
す

苦
情
や
意
見
、
要
望
の
あ
る
 

方
は
、
ご
遠
慮
な
く
気
軽
に
委

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

監
察
局
で
は
、
委
員
か
ら
の

連
絡
に
よ
つ
て
、
関
係
の
行
政

機
関
に
こ
れ
を
あ
つ
せ
ん
し
、
 

そ
の
結
果
を
、
委
員
を
通
じ
て

中
出
人
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

◇
当
市
の
委
員
 

姥
 
落

敷
島
町
 

老
令
、
障
害
、
母
子
福
祉
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
、
定
時
所
得
状
況
届

を
提
出

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

こ
の
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
 

五
月
以
降
の
福
祉
年
金
が
受
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
忘
れ
な

く
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程

に
よ
り
、
受
け
つ
け
を
い
た
し

ま
す
か
ら
、
国
民
年
金
証
書
と

印
か
ん
を
お
持
ち
に

な
つ
て
、
 

市
役
所
保
険
課
国
民
年
金
係

に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
五
月
十
六
日
 
中
川
、
毘

沙
門
、
侵
富
、
梅
沢
地
区

▽
五
月
十
七
日
 
栄
、
松
島

地
区
 

▽
五
月
十
八
日
 
三
好
、
七

和
地
区
 

サ
五
月
十
九
日
 
長
橋
、
飯

詰
地
区
 

マ
五
月
二
十
2
二
十

一
日

五
所
川
原
地
区
 

春
 
の
 
全
 国

安
全
運
動
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は

五
月
十
一
日
か
ら
、
五
月
二
十

日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
つ

せ
い
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
軍
動
は
と
く
に
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
、
酒
酔
い
運

転
の
追
放
の
二
つ
の
重
点
を
か

か
げ
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

ク
歩
行
者
の
交
通
を
 

安
全
に
す
る
た
め
ク
 

歩
行
者
は
、
横
断
歩
道
を
正

し
く
わ
た
り
ま
し
よ
う
。
 

歩
行
者
の
交
通
を
、
安
全
に

守
つ
て
や
り
ま
し
よ
う
。
 

児
童
、
幼
児
の
通
行
を
安
全

に
、
み
ん
な
で
保
護
し
ま
し
よ
 

と
‘ノ
。
 ク

酒
酔
い
運
転
を
 

追
放
す
る
た
め
（
 

酒
酔
い
運
転
の
危
険
性
を
確
 

▽
五
月
二
十
三
ー
二
十
四
日

指
定
の
日
に
お
い
で
に
な
れ
な

か
つ
た
方
 

受
付
時
間
…
平
日
は
午
前
九

時
ー
午
後
四
時
、
土
曜
日
は
午

前
九
時
ー
正
午
 

・

ク
ご
み
ク
に
つ
い
て
・
・；

お
願
い
 

た
だ
い
ま
市
で
は
、
半
年
間

雪
の
下
積
み
に
な
つ
て
い
た
ご

み
の
回
収
に
、
自
動
車
借
り
て

全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん

つ
ぎ
の
こ
と
に
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
一
般
家
庭
で
、
特
別
に
ご

み
が
で
た
場
合
、
炭
俵
な
ど
に

つ
め
て
、
運
搬
し
や
す
い
よ
う

に
願
い
ま
す
。
 

▽
多
量
に
ど
み
の
で
る
事
業

所
で
は
、
自
家
処
理
願
い
ま
す

▽
自
家
の
周
囲
に
あ
る
下
水
 

交
通
 

に
ご
協
力
を
 

認
し
ま
し
よ
う
。
 

車
を
運
転
中
の
方
に
は
、
酒

類
の
提
供
を
拒
否
し
ま
し
よ
う

酒
酔
い
運
転
は
、
あ
な
た
自

心

一
つ
で
、
追
放
で
き
ま
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

』ノ
ノ
 

溝
は
、
毎
週
一
回
の
掃
除
を
願

い
ま
す
。
 

▽
官
公
署
、
病
院
等
は
、
簡

易
焼
却
炉
の
設
置
を
願
い
ま
す

▽
河
川
、
湖
沼
、
堤
防
、
そ

の
他
公
共
の
場
所
に
、
ご
み
や

し
尿
を
絶
対
す
て
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
ご
み
箱
に
は
、
魚
そ
の
他

生
物
（
ち
ゆ
う
芥
類
）
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
生
物
は
普

通
の
ご
み
と
別
に
し
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
な
ど
の
袋
に
入
れ
、
運

搬
し
や
す
い
よ
う
に
願
い
ま
す
 

雄
婦
に
腹
帯
用

ク
さ
ら
し
ク
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
 

市
役
所
で
は
、
母
体
保
護
の

た
め
、
四
月
一
日
か
ら
、
姓
娠

届
を
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
に
『
さ

ら
し
』
一
反

〔
腹
帯
用
）
を
お

く
り
ま
す
。
 

マ
対
象
…
市
内
に
住
ん
で
い

る
妊
娠
五
か
月
以
内
の
妊
婦

▽
手
続
き
…
妊
娠
五
か
月
以

内
に
、
母
子
手
帳
と
印
か
ん
を

持
つ
て
、
保
険
課
衛
生
係
か
も

よ
り
の
支
所
（
栄
、
松
島
支
所

を
除
く
）
 
へ
おい
で
く
だ
さ
い
 

す」1’ 
C の 

小坂

嶋本
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